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笑顔溢れる成人式
　第６９回松島町成人式が開催されました。華やかな晴れ着や
スーツに身を包んだ新成人たちは、家族や恩師、そして幼馴染
と新たな門出を祝い、これからの社会を担っていく決意を新た
にしました。
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輝
く
〝
は
た
ち
の
笑
顔
〞

　
　
　  

平
成
30
年
松
島
町
成
人
式

町
を
今
後
も
誇
り
に
思
い
、
愛
し

て
く
だ
さ
い
。」
と
、
新
成
人
へ
激

励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
新
成
人
を
代
表
し
て
、

小
野
航
輝
さ
ん
（
磯
崎
）
と
千
坂

星
菜
さ
ん
（
高
城
）
が
「
著
し
く

変
化
す
る
社
会
情
勢
の
な
か
、
私

華
亭
遊
花
さ
ん
の
落
語
が
披
露
さ
れ
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
成
人
式
実
行
委
員
会
に

よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
第
二
部
で

は
、
新
成
人
へ
恩
師
一
人
ひ
と
り

か
ら
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
思
い
出
の
曲
で
あ

る
「
栄
光
の
架
橋
」、
そ
し
て
松
島

中
学
校
校
歌
を
久
し
ぶ
り
に
全
員

で
合
唱
し
ま
し
た
。

▲式辞を述べる櫻井町長

▲「はたちの言葉」を述べる千坂星菜さん（左）と
　小野航輝さん（右）

▲思い出の曲「栄光の架橋」を先生と一緒に熱唱しました

　

１
月
７
日
、
第
６９
回
松
島
町
成

人
式
が
ア
ト
レ
・
る
H
a
l
l

（
文
化
観
光
交
流
館
）
で
行
わ
れ
、

１
３
９
人
の
新
成
人
が
未
来
へ
の

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
執
り
行
わ

れ
た
成
人
式
。
立
派
に
成
長
し
た

新
成
人
の
姿
を
、
恩
師
、
そ
し
て

家
族
が
見
守
る
中
、
櫻
井
町
長

は
「
大
震
災
か
ら
の
復
興
・
創
生
を

考
え
た
時
、
皆
さ
ま
を
は
じ
め
と

し
た
若
い
世
代
に
、
故
郷
で
あ
る

松
島
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
い
に
参

画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
歴
史

・
文
化
の
継
承
と
創
造
の
町 

松
島

た
ち
の
未
来
を
描
く
た
め
に
、
ま

た
、
自
分
た
ち
を
形
作
っ
て
く
れ

た
故
郷
の
支
え
に
応
え
る
た
め
に

も
、
成
人
と
し
て
一
歩
と
言
わ
ず
、

百
歩
で
も
千
歩
で
も
前
進
し
自
ら

を
躍
進
さ
せ
ま
す
。」
と
、
新
成

人
と
し
て
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
第
一
部
と
し
て
、
文
化

観
光
交
流
館
特
任
館
長
で
あ
る
六
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小
野
　
航
輝
さ
ん
（
磯
崎
）

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
全
力

　
で
謳
歌
し
た
い
で
す

雫
石
　
敏
也
さ
ん
（
手
樽
）

　
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て

　
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す

氏
家
　
瑠
莉
さ
ん
（
磯
崎
）

　
成
人
の
自
覚
を
持
っ
て
行

　
動
し
た
い
で
す

鈴
木
　
拓
海
さ
ん
（
手
樽
）

　
幸
せ
な
家
庭
を
築
き
ま
す

　

阿
部
　
優
花
さ
ん
（
高
城
）

　
立
派
な
看
護
師
に
な
れ
る

　
よ
う
頑
張
り
ま
す

齋
藤
　
宏
太
郎
さ
ん
（
手
樽
）

　
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
に

　
な
る
べ
く
勉
学
に
励
み
ま
す

成
人
式
実
行
委
員
会
委
員
　
誓
い
の
言
葉

齊
藤
　
広
樹
さ
ん
（
高
城
）

　
社
会
の
役
に
立
ち
た
い

千
坂
　
星
菜
さ
ん
（
高
城
）

　
人
生
楽
し
く
生
き
る

千
　
　
翔
太
朗
さ
ん
（
手
樽
）

　
勉
学
に
勤
し
み
目
標
に
向

　
か
っ
て
頑
張
り
た
い

千
葉
　
文
月
さ
ん
（
磯
崎
）

　
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

　
日
々
を
過
ご
し
た
い
で
す

村
上
　
侑
哉
さ
ん
（
磯
崎
）

　
自
分
の
目
標
を
目
指
し
て

　
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す

本
田
　
賢
太
さ
ん
（
磯
崎
）

　
人
生
に
「
希
望
」
を
持
っ

　
て
歩
む

横
堀
　
大
さ
ん
（
高
城
）

　
社
会
に
貢
献
で
き
る
大
人

　
に
な
る



▲謝辞を述べる秋保政勝さん（左）▲盛大に祝いました

▲（有）松島フードサービスの「かき飯」
▲菓子工房　松田屋の
　　　　「松島紅爵かぼちゃのタルト」

▲（株）あすファーム松島の
　 　　　「松島農家だんご　いぶき庵」

▲（株）松島蒲鉾本舗の
　 　　  「笹かまぼこ　手焼き体験」

ＴＯＰＮＥＷＳ
MATSUSHIMA

ＭＩＹＡＧＩ

ＴＯＰ
ＮＥＷＳ

トップ
ニュース

松
島
町
町
民
新
年
会
開
催

　　

１
月
１２
日
、
ホ
テ
ル
松
島
大
観

荘
で
、
町
民
や
各
団
体
の
皆
さ
ま

（
約
２
５
０
人
）
が
集
ま
り
平
成

３０
年
松
島
町
町
民
新
年
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
の
門
出
を
迎
え
る
に
あ
た

り
櫻
井
町
長
が
「
松
島
海
岸
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
マ
リ
ン
ピ
ア

松
島
水
族
館
跡
地
の
整
備
の
具
体

化
な
ど
、
親
し
み
や
す
い
住
環
境

づ
く
り
や
町
の
新
た
な
魅
力
創
出

に
繋
が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
松
島
町
の
各
分
野

に
お
い
て
貢
献
さ
れ
た
方
や
、
町

民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
行
為
を

の
３
品
が
特
産
品
と
し
て
、
ま
た
、

（
株
）
松
島
蒲
鉾
本
舗
の
「
笹
か
ま

ぼ
こ 

手
焼
き
体
験
」
が
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
新
た
に
松
島
ブ
ラ

ン
ド
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
松
島
ブ
ラ
ン
ド
」
は
、
町
内
の

事
業
者
や
住
民
の
方
が
製
造
・
提

供
す
る
特
産
品
や
、
町
内
の
観
光

資
源
を
活
用
し
た
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
対
し
、
松
島
ブ
ラ
ン
ド
推
進

委
員
会
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

第
４
回

松
島
ブ
ラ
ン
ド
認
定
証
交
付
式

　

１
月
１０
日
、
ア
ト
レ
・
る
H
a

l
l
（
文
化
観
光
交
流
館
）
で
、

第
４
回
松
島
ブ
ラ
ン
ド
認
定
証
交

付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

菓
子
工
房 

松
田
屋
の
「
松
島
紅

爵
か
ぼ
ち
ゃ
の
タ
ル
ト
」、（
有
）

松
島
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
「
か
き

飯
」、（
株
）
あ
す
フ
ァ
ー
ム
松
島

の
「
松
島
農
家
だ
ん
ご 

い
ぶ
き
庵
」

駐
日
大
韓
民
国
大
使
が

　
　
　
　

来
町
し
ま
し
た

　

１
月
１６
日
、
駐
日
大
韓
民
国
大

使
の
李
洙
勲
（
イ
・
ス
フ
ン
）
氏
、

駐
仙
台
大
韓
民
国
総
領
事
の
梁
桂

和
（
ヤ
ン
・
ケ
フ
ァ
）
氏
ら
が
松

島
町
を
訪
問
し
、
観
瀾
亭
を
視
察

さ
れ
ま
し
た
。

　

観
瀾
亭
か
ら
望
め
る
松
島
湾
の

景
色
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、『
世

界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
』
に

加
盟
を
し
て
い
る
韓
国
の
ヨ
ス
湾

と
松
島
湾
の
説
明
や
、
震
災
か
ら

の
復
興
状
況
に
つ
い
て
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

行
っ
て
き
た
方
１３
人
が
善
行
者
・

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
表
彰

者
を
代
表
し
て
秋
保
政
勝
さ
ん

（
上
竹
谷
）
が
「
更
に
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
精
進
を
致
し
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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▲イ・スフン氏（中央）、ヤン・ケファ氏（右から2番目）



「
み
や
ぎ
っ
子
ル
ル
ブ
ル

　
　

  
紙
芝
居
演
劇
」
上
演

　

１２
月
１８
日
、
松
島
第
二
幼
稚
園

で
「
み
や
ぎ
っ
子
ル
ル
ブ
ル
紙
芝

居
演
劇
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
上
演
さ
れ
た
紙

芝
居
と
演
劇
を
通
し
て
、『
ル
ル

ブ
ル
（（
し
っ
か
り
寝
ル
・
き
ち

ん
と
食
べ
ル
・
よ
く
遊
ブ
で
健
や

か
に
伸
び
ル
）』
の
基
本
的
生
活

習
慣
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

▲お話に聞き入る園児たち▲楽しく学びました

▲多くの方にお立ち寄りいただきました

▲決意を新たにする新入団員１７名

平
成
３０
年
松
島
町
消
防
団
出
初
式

　

式
典
で
は
、
消
防
活
動
へ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
団
員
の
方
へ
の

表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
新
入
団

員
に
よ
る
宣
誓
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
火
災
や
災
害
か
ら
町
を
守
る

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。▲勇壮な観閲行進の様子▲纏振りが行われました
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１
月
８
日
、
石
田
沢
防
災
セ
ン

タ
ー
で
松
島
町
消
防
団
出
初
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
の
関
係

者
が
見
守
る
中
、
纏
を
先
頭
に
消

防
団
員
約
１
７
０
人
が
勇
壮
に
行

進
し
ま
し
た
。

　

観
閲
し
た
櫻
井
町
長
は
式
辞
の

中
で
、「
自
然
災
害
や
火
災
が
発

生
し
た
場
合
に
備
え
、
危
機
管
理

体
制
の
更
な
る
充
実
を
図
り
、
万

が
一
の
災
害
発
生
時
に
は
、
地
域

の
皆
様
、
そ
し
て
消
防
団
の
皆
様

と
一
丸
と
な
っ
て
、
消
火
活
動
、

水
防
活
動
、
避
難
誘
導
な
ど
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

み
や
く
ろ
鍋
ま
つ
り
２
０
１
８
開
催

　

１
月
２１
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
利

府
特
設
会
場
に
て
「
み
や
く
ろ
鍋

ま
つ
り
２
０
１
８
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
宮
城
黒
川
地
域
の
各
市

町
村
の
自
慢
の
鍋
や
地
場
産
品
が

販
売
さ
れ
、
多
く
の
方
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

松
島
町
ブ
ー
ス
で
は
、
宮
城
県

が
育
成
し
た
玄
米
食
向
け
の
お
米

「
金
の
い
ぶ
き
」
を
使
用
し
た

「
お
母
さ
ん
の
団
子
汁
」
や
、
同
じ

く
「
金
の
い
ぶ
き
」
を
使
用
し
た

お
団
子
「
松
島
農
家
だ
ん
ご 

い
ぶ

き
庵
」
な
ど
を
販
売
し
、
多
く
の
方

に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
と
い

まとい
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消
防
団
表
彰

善
行
者
・
功
労
者
表
彰

松
島
町
長
表
彰
　
表
彰
状

　
　
　
大
友
　
孝
祐 

　（
第
５
）

　
　
　
山
崎
　
吉
勝 

　（
第
１
）

　
　
　
阿
部
　
隆
彦 

　（
第
５
）

　
　
　
千
葉
　
伸
一
　 

（
第
１
）

　
　
　
笹
城
戸
　
一
雄
（
第
６
）

　
　
　
山
崎
　
富
男 

　（
第
６
）

　
　
　
齋
藤
　
正
幸
　 

（
第
１
）

宮
城
県
知
事
表
彰

　
　
　
　
永
年
勤
続
者
表
彰

　
　
　
櫻
井
　
　
新
　 

（
第
３
）

　
　
　
髙
橋
　
　
茂
　 

（
第
２
）

宮
城
県
消
防
協
会

塩
釜
地
区
支
部
長
表
彰
　
勤
続
章

　
　
　
菊
地
　
正
美
　 

（
第
６
）

　
　
　
荒
　
　
孝
治
　 

（
第
１
）

　
　
　
齋
藤
　
文
雄
　 

（
第
６
）

　
　
　
岸
　
　
　
豊
　 

（
第
６
）

　
　
　
内
海
　
　
豊
　 

（
第
２
）

　
　
　
伊
東
　
　
仁
　 

（
第
５
）

宮
城
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
功
績
章

　
　
　
髙
橋
　
　
弘
　 

（
第
５
）

　
　
　
赤
間
　
和
宏
　 

（
第
２
）

宮
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
永
年
勤
続
章

　
　
　
櫻
井
　
　
新
　 

（
第
３
）

　
　
　
髙
橋
　
　
茂
　 

（
第
２
）

　

１
月
１２
日
に
ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成
３０
年
松
島
町
町
民
新
年
会
の
席
上
で
、
次
の
方
々
が
善
行

者
・
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
８
日
に
石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成
３０
年
松
島
町

消
防
団
出
初
式
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

一
瀨
　
冨
貴
子
さ
ん
（
上
竹
谷
）

　
永
年
に
わ
た
り
食

生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
健
康
づ
く
り
活

動
を
行
い
、
ま
た
保

健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
介
護
予
防

の
支
援
に
も
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

渡
　
　
圭
司
さ
ん
（
高
城
）

　
永
年
に
わ
た
り
行

政
員
、
行
政
副
区
長

と
し
て
、
地
域
の
発

展
と
町
政
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

小
畑
　
　
保
さ
ん
（
下
竹
谷
）

　
永
年
に
わ
た
り
行

政
員
、
行
政
区
長
と

し
て
、
地
域
の
発
展

と
町
政
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

櫻
井
　
　
篤
さ
ん
（
高
城
）

　
永
年
に
わ
た
り
行

政
員
と
し
て
、
地
域

の
発
展
と
町
政
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
　
研
二
さ
ん
（
高
城
）

　
永
年
に
わ
た
り
行

政
員
と
し
て
、
地
域

の
発
展
と
町
政
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

守
屋
　
　
稔
さ
ん
（
高
城
）

　
永
年
に
わ
た
り
行

政
員
と
し
て
、
地
域

の
発
展
と
町
政
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

秋
保
　
政
勝
さ
ん
（
上
竹
谷
）

　
永
年
に
わ
た
り
伝

統
文
化
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
い
、
地
域
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

林
　
　
貞
子
さ
ん
（
磯
崎
）

　
永
年
に
わ
た
り
地

域
の
行
事
や
清
掃
活

動
等
を
積
極
的
に
努

め
ら
れ
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

故
　
木
村
　
　
明
さ
ん
（
高
城
）

　
永
年
に
わ
た
り
行

政
員
と
し
て
、
地
域

の
発
展
と
町
政
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
　
新
一
さ
ん
（
本
郷
）

　
永
年
に
わ
た
り
行

政
員
と
し
て
、
地
域

の
発
展
と
町
政
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

伊
　
　
國
雄
さ
ん
（
本
郷
）

　
永
年
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お

い
て
尽
力
さ
れ
、
町

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

故
　
鈴
木
　
　
　
さ
ん
（
初
原
）

　
永
年
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お

い
て
尽
力
さ
れ
、
町

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

相
澤
　
正
史
さ
ん
（
松
島
）

　
永
年
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お

い
て
尽
力
さ
れ
、
町

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

宮
城
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
勤
続
章

　
　
　
菊
地
　
正
美 

　（
第
６
）

　
　
　
齋
藤
　
文
雄 

　（
第
６
）

　
　
　
岸
　
　
　
豊 

　（
第
６
）

宮
城
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
表
彰
状

　
　
　
櫻
井
　
和
郎 

　（
第
３
）

　
　
　
角
田
　
　
学 

　（
第
５
）

宮
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
内
助
の
功

　
　
　
熊
谷
　
和
子

　
　
　（
熊
谷
　
正
勝 

　（
第
６
））

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
　
勤
続
章

　
　
　
岡
田
　
光
弘 

　（
第
３
）

　
　
　
阿
部
　
力
男 

　（
第
５
）

　
　
　
熊
谷
　
正
勝 

　（
第
６
）

　
　
　
内
馬
場
　
徳
行
（
第
５
）
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イ　ベ　ン　ト

今月の TRAIN SUIT 四季島

「松島れきし再発見講座 Lesson１　松島を読み解く・松島を記録する」
　松島町の歴史について多様なジャンルで研究している専門家による最新の調査・研究成果の講演会を開催しま
す。知っているようで知らない「松島」、住んでいるけれどあまり注目しなかった「松島」を、「再発見」してみ
ませんか？
● 主　催　松島町教育委員会
● 日　時　３月３日（土）　午後１時３０分～午後４時３０分
● 内　容　【講演会】午後１時３０分～午後４時
 　　　　　・高橋　陽一氏（東北大学東北アジア研究センター上廣歴史資料学研究部門）
　　　　　　 「巡る人々、変わる名所ー江戸時代の旅人と松島ー」
　　　　 　・山口　欧志氏（（独）国立文化財機構 奈良文化財研究所埋蔵文化財センター）
　　　　　　 「瑞巌寺周辺の岩窟・石塔のデジタル記録」
　　　　　 【展　示】午後０時３０分～午後４時３０分
　　　　 　・ポスター展示
　　　　 　・マツ=コレ（文化財写真展）
　　　　 　・参加型企画『松島文化財総選挙２０１８』
● 会　場　石田沢防災センター　会議室
● 人　数　１００人程度
● 参加費　無料／事前申込制　※当日参加も受け付けますが、席に限りがあります。御了承ください。
●申込・問合先　教育委員会教育課生涯学習班　☎３５４-５７１４

　JR東日本が運行するクルーズトレイン

TRAIN SUITE 四季島の運行スケジュール

です。

　町内の小学生が描いた絵灯籠のあかりで

お見送りします。ぜひご覧ください。

● 場　所　松島駅

● ２月の運行日

 　３日（土）、１０日（土）、１７日（土）、

 　２４日（土）

● 到着時間　午後９時４０分

● 出発時間　午後９時５８分

東日本大震災の記憶　かたりつぎ イベントのご案内
　あの日を忘れないために、そして未来のために今年も六華亭遊
花の朗読と音楽で「かたりつぎ」を行います。
● 開催日　３月４日（日）
● 開演時間　午後２時（開場午後1時４５分）
● 開催場所　アトレ・るHall（文化観光交流館）大ホール　全席自由
● 入　場　無料
● 内　容　第１部　午後２時～　講演会
　　　　　 第２部　午後2時 50分～　かたりつぎ
● 出演者　六華亭遊花（落語家）
 　　　　　佐藤正隆（ギタリスト）
　 　　　　柴山明寛（東北大学災害科学国際研究所災害アーカイブ研究分野准教授）
※同時開催：松島町震災の記憶パネル展を２月２７日より１階
　　　　　　観光インフォメーションセンターで行います。
● 問合先　アトレ・るHall（文化観光交流館）　☎３５５-０１５５

ト　　　ラ　　　ン　　 ス　イ　ー　ト　  し      き     しま

宮城まるごと　ほろ酔い新酒まつり
　専用のおちょこで利き酒をしながら町
歩きを楽しめるイベントです。店舗によ
ってご用意しているお酒の銘柄は様々。
この機会に宮城の美味しいお酒を色々試
してみませんか。
● 開催日　２月３日（土）、４日（日）
● 場　所　参加各店舗
　 （専用パンフレット等でご確認下さい）
● 問合先
 　宮城まるごと　ほろ酔い新酒まつり実行委員会
　 （松島観光協会内） ☎３５４-２６１８

第４０回　松島かき祭り
　今年も松島の冬の風物詩「松島かき祭り」を開催します。
　会場では様々なかき料理や、宮城の海の幸などを
お楽しみいただけます。また、日本三景観光連絡協
議会による合同ＰＲもお祭りを盛り上げます。
● 日　時　２月４日（日）　午前１０時～午後２時
● 場　所　松島公園第五駐車場（浪打浜駐車場）
● 内　容　むき身かき、殻付きかきの販売（無くなり次第終了）
　　　　　 宮城の海の幸・山の幸飲食コーナー、ステージイベン
 　　　　　ト、松島温泉足湯など
● 問合先　松島かき祭り実行委員会事務局（松島観光協会内）
 　　　　　☎３５４-２６１８
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児童手当の支給について

児 童 館 登 録 会 員 募 集
　児童館はいつでも誰でも遊びに来られる場所です。

　ただし、児童館利用には登録が必要です。登録用紙は児童館に用意していますので、利用の際は保護

者の方が申請するようになります。

● 利用時間【月曜日～土曜日】

　　　　　　小学生：午前９時～午後５時（冬期は午後４時）

　　　　　　中学生：午前９時～午後６時　高校生：午前９時～午後７時

　 ○一度帰宅し、ランドセルを置いてから来館。（自転車も可）

　 ○来館時には利用カードを持参し、タイムスタンプを押す。

　 ○原則、自分で時計を見て帰宅。

　 ○お弁当やおやつは持参して、決められた時間に食べることができる。

　 ○お金・おもちゃ・ゲームは持ってこない。

　 ○利用料は無料。

　 ○児童安全共済保険を適用。（保護者の負担なし）

● 問合先　町民福祉課こども支援班　☎３５４-５７９８

　　　　　 児童館　　　　　　　　　☎３５４-６８８８

幡
谷
五
人
衆
、
伊
勢
へ
参
る
②

　

天
保
14
年
（
1
8
4
3
）
12
月
10
日
に
幡
谷
村
を
出
発
し
た

清
治
を
は
じ
め
と
す
る
五
人
衆
の
旅
は
、
鹽
竈
神
社
で
の
参
詣

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
東
北
地
方
か
ら
伊
勢
神
宮
を
目
指
し
た
人
々
は

江
戸
ま
で
、①
江
戸

－

岩
沼
間
を
結
ぶ
陸
前
浜
街
道
を
南
下
す
る

ル
ー
ト
、②
奥
州
道
中
を
南
下
す
る
ル
ー
ト
、③
日
本
海
側
を
経

由
し
て
伊
勢
へ
向
か
う
ル
ー
ト
の
う
ち
ど
れ
か
を
経
由
し
て
い

ま
し
た
。
幡
谷
の
五
人
衆
は
、
こ
の
う
ち
②
の
ル
ー
ト
を
経
由

し
て
内
陸
部
（
白
石
、
福
島
、
二
本
松
、
大
田
原
、
春
日
部
な

ど
）
を
進
み
、
途
中
、
日
光
や
古
峰
ヶ
原
（
栃
木
県
鹿
沼
市
）

に
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
、①
②
の
い
ず
れ
の
ル
ー

ト
を
経
由
す
る
場
合
で
も
、
鹿
島
神
宮
（
茨
城
県
鹿
嶋
市
）
な

ど
常
総
の
寺
社
を
巡
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、
清
治
ら
は
鹿

島
方
面
を
省
略
し
て
い
ま
す
。
そ
の
分
、
彼
ら
が
立
ち
寄
っ
た

の
が
古
峰
ヶ
原
で
す
。
古
峰
神
社
は
日
本
武
尊
を
主
祭
と
し
、

火
防
・
盗
難
除
け
・
海
上
安
全
・
五
穀
豊
穣
の
神
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
松
島
に
も
古
峰
神
社
を
信
仰
す
る
古
峰
原
講
が

結
成
さ
れ
、
松
島
・
本
郷
・
上
竹
谷
に
勧
進
碑
が
現
存
し
て
い

ま
す
。
清
治
ら
も
こ
う
し
た
背
景
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
古
峰
ヶ
原
を

経
由
し
て
江
戸
へ
向
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
学
芸
員
：
本
木
）

（
参
考
：
桜
井
邦
夫
「
近
世
に
お
け
る
東
北
地
方
か
ら
の
旅
」（『
駒
沢
史
学
34
』）、

籠
橋
俊
光
「
道
中
記
に

お
け
る
仙
台
藩
領
民
の

伊
勢
・
金
比
羅
参
詣
ル

ー
ト
」（『
観
光
旅
行―

大
正
〜
昭
和
初
期
の
ツ

ー
リ
ズ
ム―

』））

　平成２９年１０月～平成３０年１月分ま

での児童手当を２月９日（金）に受給者の

口座に振り込みます。

● 問合先　町民福祉課こども支援班

 　　　　　☎３５４-５７９８

文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

▲上竹谷の古峰原講勧進碑

奨学生募集
　平成３０年度の奨学生を募集します。

　詳しくは、教育委員会教育課学校教育班までご連絡、

ご相談ください。

● 申込受付期間　２月１日（木）～３月１６日（金）
● 問合先　教育委員会教育課学校教育班
　 　　　　☎３５４-５７１３

せ
い 

じ

し
お 

が
ま

り
く 

ぜ
ん 

は
ま 

か
い 

ど
う

お
う
し
ゅ
う
ど
う
ち
ゅ
う

こ    

ぶ    

が   

は
ら

こ  

ぶ
が 

は
ら 

こ
う

か
ん 

じ
ん  

ひ

か　

し
ま

ふ
る 

み
ね

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
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● 申込期間　２月３日（土）～２月１２日（月）午前９時から午後５時まで受付を行います。
● 申込方法　松島町勤労青少年ホームに来館の上、施設内受付にある希望講座の受講申込書にご記入下さい。
● 問合先　　松島町勤労青少年ホーム　☎３５４-４０３６　※ただし、２月５日（月）は休館日となっています。
● 留意事項 　
 　○ 募集定員　各講座定員　１２人
 　　 　　　　　※ただし受講希望者が少ない講座については開催しない場合があります。
 　　 　　　　　※先着順となりますので、定員になり次第締め切ります。複数講座申込み可能です。
 　○ 実施日時　上記日程のとおり
　 ○ 受講料　　無料。ただし、テキスト代については実費負担となります。（おつりの無いようにご準備ください。）

松島町勤労青少年ホームパソコン講座受講生募集のお知らせ

　松島善意通訳者の会では、毎月英語ガイドに関しての様々な研修を実施しています。２月は松島町国際交流員
の高橋・ブライアン・ダニエルさんを講師として招いて、英語学習のみならず、日本語の学習にもとても参考にな
るお話を伺うことになっています。
　ユーモアを交えた分かりやすい英語でお話しくださいますので、ぜひご参加ください。
● 日　時　２月２０日（火）　午前１０時３０分～正午
● 場　所　アトレ・るHall（文化観光交流館）１階会議室
● 講　師　松島町国際交流員　高橋・ブライアン・ダニエルさん
● 演　題　The Unspoken Rules of Writing（今まで語られてこなかった書き方の規則）
● 問合先　松島善意通訳者の会　事務局　☎３５４-３６７８

松島善意通訳者の会　英語サロンのご案内

　松島町勤労青少年ホームでは、町民の皆様が基礎的なＩＴ知識・技術の習得をはかれるよう、
下記のとおりパソコン教室を開催いたします。
　受講希望の講座がございましたら、松島町勤労青少年ホームまで受講申し込みをしてください。
　２月３日（土）より受講申し込みを開始します。各講座とも定員１２名までとなり先着順
で受講者を決定いたします。

１,０８０円
（税込）

１,８３６円
（税込）

２,１６０円
（税込）

２,１６０円
（税込）

２,１６０円
（税込）

２,１６０円
（税込）

２,１６０円
（税込）

２月２０日～２月２３日　４日間
（午後６時３０分～午後８時３０分）

３月１３日～３月１５日　３日間
（午後６時３０分～午後８時３０分）

２月１７日～２月１８日　２日間
（午前９時３０分～午前１１時３０分）
（午後１時３０分～午後３時３０分）

２月２７日～３月２日　４日間
（午後６時３０分～午後８時３０分）

２月２４日～２月２５日　２日間
　（午前９時３０分～午前１１時３０分）　
（午後１時３０分～午後３時３０分）

３月６日～３月９日　４日間
（午後６時３０分～午後８時３０分）

３月１０日～３月１１日　２日間
（午前９時３０分～午前１１時３０分）
（午後１時３０分～午後３時３０分）

平日夜間に参加できる方を対
象とする。

平日夜間に参加できる方を対
象とする。

Windows基礎操作ができる人
で土曜日・日曜日の日中に参
加できる方を対象とする。

Windows基礎操作ができる人
で平日夜間に参加できる方を
対象とする。

Windows基礎操作ができる人
で土曜日・日曜日の日中に参
加できる方を対象とする。

Windows基礎操作ができる人
で平日夜間に参加できる方を
対象とする。

Excel 基礎操作ができる方で
土曜日・日曜日の日中に参加
できる方を対象とする。

パソコン入門講座

インターネット教室

ワード基礎講座Ⅰ

ワード基礎講座Ⅱ

エクセル基礎講座Ⅰ

エクセル基礎講座Ⅱ

エクセル応用講座 

1

2

3

4

5

6

7

講　座　名 テキスト代日　時　等対　象　者内　　　　容

パソコンを初めて使用する方を対象に、起動・終了の
方法、マウス・キーボードの使い方、文字入力・イン
ターネット・電子メールなど基礎的な操作を学習する。

インターネットについて学習したい方を対象に、情報
セキュリティに関する基礎知識や、基礎操作を丁寧に
説明し学習する。

Word を基礎から学びたい方を対象に、文書の作成、
画像を取り込んだポスター等の作成を学習する。

Word を基礎から学びたい方を対象に、文書の作成、
画像を取り込んだポスター等の作成を学習する。

Excel を基礎から学びたい方を対象に、表の作成や編
集、関数を使った計算処理、グラフの作成、印刷等の
基本操作をはじめ、ワークシート間の連係データの並
び替え、自動計算等の便利な機能を学習する。

Excel を基礎から学びたい方を対象に、表の作成や編
集、関数を使った計算処理、グラフの作成、印刷等の
基本操作をはじめ、ワークシート間の連係データの並
び替え、自動計算等の便利な機能を学習する。

Excel の基礎操作ができる方を対象に、様々な関数の
使い方やグラフィックの作成、ピボットテーブルの作
成、マクロを使った自動処理などを学習する。
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松島の歴史・文化・学び松島の文化・歴史・学び

Appalachian Air
　Appalachian Mountains（アパラチア山脈）は、カナダとアメリカ合衆国の東北部に延びる大きな山脈です。
　今年の7月にアパラチア山脈のあるアメリカ合衆国・ノースカロライナ州からやって来たStefan国際交流員
のコラムです。

ア　　　パ　　　ラ　　　チ　　　ア　　ン　　　　エ　ア　ー

ステフィン

②Valentine’s Day
　( バレンタインデー )

  Like many Western holidays, the origin of 
Valentine’s Day is complex and unclear. There 
are many different theories, but one says that 
it began with Claudius, the Emperor of Rome. 
Claudius thought that unmarried men made 
better soldiers, so he outlawed marriages. St. 
Valentine, who considered marriage a sacred 
rite, continued to perform marriages in secret 
for young lovers, and when he was found out he 
was martyred. His first feast day was celebrated 
on February 14th around AD270. 

  White Day was created in Japan and is not a 
western holiday, so in the United States on 
Valentine’s Day gifts are given regardless of 
gender. Chocolate, gold, and red roses (red roses 
say I love you, white roses say I’m sorry) are very 
traditional gifts; it is also commonplace to go on 
dates or cook fancy dinners for one’s significant 
other. But what about people who are single? In 
recent years the number of people who recognize 
that Valentine’s Day can be a difficult time of year 
for bachelors and bachelorettes has been on the 
rise. For this reason many people have come to 
call Valentine’s Day, “Singles Awareness Day.” 
Drinking wine and watching Netflix is a good way 
to spend Singles Awareness Day. 

  How are you going to spend your Valentine’s 
Day?

▲アメリカでは感謝の気持ちを込めて男性からも
　プレゼントを渡します。
　日本のように会社や職場で女性が義理チョコを
　渡す文化はありません。

　色々な欧米の祭日と同じように、バレンタインデ
ーの由来もややこしく不明なところがあります。諸
説ありますが、ローマ皇帝クラウディウスのゆかり
だという考えもあります。クラウディウス皇帝は、
既婚者より未婚の男性の方がより優れた兵士になる
と考え、結婚を禁止していました。結婚式を聖なる
儀式としていたキリスト教の聖職者バレンタインが、
若い恋人たちのために結婚式をこっそりと挙げ続け
ていましたが、皇帝に知られ、殉教 (注１)されまし
た。最初にバレンタインの祭日としたのが西暦270
年 2月14日だったとされています。

　また、ホワイトデーは欧米の祭日ではなく、
日本の習慣です。アメリカ合衆国ではバレンタ
インデーに性別を問わずギフト交換をします。
チョコ、アクセサリー、赤いバラ（赤いバラは
愛を、白いバラは謝罪を表します）が定番的な
ギフトですが、デートや相手のために豪華な食
事を作ってあげることも主流となっています。
では、独身の人はどう過ごしますか？最近、独
身の人にとってバレンタインデーがつらい日だ
と認識する人が増えてきました。そのような理
由から、多くの人がバレンタインデーを『独身
啓発デー』と呼ぶようになりました。そんな
『独身啓発デー』の人気な過ごし方は、ソファ
でワインを飲みながらネットフリックス ( 注２)
をみることです。

　さあ皆さんはどんなバレンタインデーを過ごし
ますか？

（注１）宗教的迫害によって命を奪われること

（注２）アメリカ合衆国のオンライン DVD レンタル及び映

  　　  像ストリーミング配信している会社のこと

▲日本では女性が男性や友達などにチョコレート
　などを渡すのが一般的です。
　中には手作りのお菓子を作る人もいます。
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インフォメーション

　今回は、次の2つの計画案について、町民の皆さんからたくさんのご意見をお待ちしています。
【公募期間】　１月３０日 (火 )　～　２月９日 (金 )
【提出方法】　意見書に住所、氏名等明記の上、下記提出先へ持参、または、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールのい
　　　　　　ずれかで提出してください。なお、電話によるご意見や無記名のご意見については受付でき
　　　　　　ませんのでご了承願います。

パブリックコメント募集中

パブリックコメントを実施します

意見募集中の計画案

● 計画案の閲覧場所 
 　保健福祉センター窓口　
　 役場町民ホール
　 松島町ホームページ

● 対象者
 　①松島町民
 　②町内に事業所を有する方
　 ③町内に通勤・通学されている方
　 ④町内でサービス提供を行う関係者

● 提出先　健康長寿課高齢者支援班
　 〒981-0203 松島町根廻字上山王6-27
 　TEL ３５５-０６７７　FAX ３５３-３７２２
　 E-mail:kaigo@town.matsushima.miyagi.jp

松島町高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画
（案）

高齢者が住み慣れた地域に
おいて、自分らしく安心して暮らしていける

まちづくりをすすめるために計画
（平成３０年度～３２年度）を策定します。

松島町障がい者計画（第３期）（素案）
松島町障がい福祉計画（第５期）・
　　　　障がい児福祉計画（第１期）（素案）

ともに支え合い、誰もが安心して
自分らしく暮らせるまちづくりを基本理念に

障がい者施策を推進しています。
平成３０年度からの各種計画を策定します。

● 計画案の閲覧場所
 　町民福祉課窓口
 　松島町ホームページ

● 対象者
 　①松島町民
 　②町内に事業所を有する方
 　③町内に通勤・通学されている方
 　④松島町の障がい福祉に関わりのある方

● 提出先　町民福祉課福祉班
　　〒981-0215 松島町高城字帰命院下一１９-１
　　TEL ３５４-５７０６　FAX ３５３-２０４１
　　E-mail：fukushi@town.matsushima.miyagi.jp

　２月１３日（火）から現在策定中の松島町都市計画マスタープラン計画書案に関するパブリックコメントを実施します。
　この計画は、都市計画法第１８条の２に規定された「市町村の都市計画に関する基本的な方針」として策定す
る計画で、松島町における今後の都市計画法による制限や都市計画事業に加え、防災、景観、環境などの関連施
策と連携し総合的な都市づくりの指針となるものです。
　対象となる方、提出方法は次のとおりです。松島町都市計画マスタープラン計画書案へのご意見がありました
ら２月２６日（月）までにご提出ください。
● 対象となる方　町内にお住まいの方、町内で事業を営まれている方、町内の会社等にお勤めの方、町内の学
　 　　　　　　　　校に通学されている方、本町に納税義務のある方
● 計画案閲覧場所　松島町ホームページ、企画調整課窓口、アトレ・るHall（文化観光交流館）、勤労青少年ホ
　 　　　　　　　　ーム、品井沼農村環境改善センター
● 意見提出様式　松島町ホームページに掲載、又は上記閲覧場所にある所定の様式をご利用ください。
● 意見提出方法　①右記提出先へ持参【企画調整課】
　 　　　　　　　　②郵 送【〒981-0215 松島町高城字帰命院下一１９番地の１ 松島町企画調整課】
　 　　　　　　　　③F A X【３５４‐３１４０】
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まちの話題

▲ボランティア活動を行った青年部の皆さん
　１２月１７日、松島町職工組合青年部の皆さんにより、
垣の内児童公園の看板をきれいに塗装していただきました。
青年部の皆さんは毎年ボランティア活動を行っています。

松島町職工組合青年部がボランティア活動

▲櫻井　憲一さん
　平成２５年１月より本町の災害復旧・復興業務のため宮
城県から派遣されていた櫻井憲一さんですが、1月 1 日付
けで改めて宮城県任期付職員として、平成３２年３月３１
日まで町の復興業務に従事していただくことになりました。

応援職員のご紹介

　１２月１８日、櫻井町長より赤間幸夫議員 ( 初原 ) へ監
査委員の辞令が交付されました。
　監査委員は、主に町の財務に関する事務について、法令
違反がないか、効率的に行われているかを監査します。

監査委員の辞令交付が行われました

▲塩釜法人会　坂井会長（左）と櫻井町長（右）
　公益社団法人塩釜法人会から、震災支援事業の一環とし
て、自走式車椅子等を寄贈いただきました。
　寄贈いただきました車椅子は、文化観光交流館や石田沢
防災センター等に常設し、活用させていただきます。

塩釜法人会から車椅子の寄贈

▲辞令交付を受けた赤間幸夫議員

松島の空手大活躍
＜第９回ＰＯＩＮＴ＆Ｋ．Ｏ（ポイントアンドノックアウト）東北選抜空手道選手権大会＞
　昨年１２月１０日、蔵王町にて開催され、松島空手道場から参加し入賞した１５名が、３月３１日に行われるＰＯＩＮＴ＆Ｋ．Ｏ
全日本空手道選手権大会へ東北代表として出場することになりました。結果は次の通りです。

＜ＢＲＡＶＥ－３４キックボクシング大会＞
　昨年１２月２４日、岩手県盛岡市にて開催され、次の方
が優秀選手賞に選ばれました。
優  秀  選  手  賞　　鈴木　蓮、鈴木　凜

小学４年男子の部　　（優　勝）安倍　龍翔
小学４年女子の部　　（優　勝）赤間　海莉
小学５年男子の部　　（優　勝）管原　青空
小学６年男子の部　　（準優勝）安倍　海翔
小学５・６年女子の部　（準優勝）鎌田　阿希
中学男子軽量級の部　（優　勝）石垣　　海
中学男子重量級の部　（３　位）日野　　竜
中 学 女 子 の 部　（準優勝）安倍　夢花

小学２年男子の部　　（優　勝）赤間　俐月
　　　　　　　　　　（準優勝）目黒　　遼
　　　　　　　　　　（４　位）鹿野　撞夢
小学３年男子の部　　（３　位）内海　遥琥
　　　　　　　　　　（４　位）鹿野　萊夢
小学３年女子の部　　（優　勝）鈴木　　蓮
　　　　　　　　　　（準優勝）菅原　青海

＜第９回真勇カップ東日本空手道選手権大会＞
　昨年１２月２４日、埼玉県三郷市で開催され、次の成績を収め
ました。
小学２年男子の部　　（準優勝）目黒　　遼
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　昭和最大の未解決事件「グリ森」をテーマに描いてから、約 1年――。

　『罪の声』塩田武士の最新刊は、大泉洋“主演小説”!

　大手出版社で雑誌編集長を務める速水。誰もが彼の言動に惹かれてしま

う魅力的な男だ。ある夜、上司の相沢から自身の雑誌の廃刊を匂わされた

ことをきっかけに、速水は組織に翻弄されていく。すると次第に彼の異常

なほどの“執念”が浮かび上がってきて……。

　斜陽の一途を辿る出版界で牙を剥いた男が、業界全体にメスを入れる !

　小説を愛するすべての読者へ贈る一冊。

《図  書  室》
○ 平　日　　　　午前１０時～午後６時
○ 土・日・祝日　午前１０時～午後４時
○ 休館日　月曜日、月曜日が祝日の場合は翌日
　 　　　　今月は５日・１３日・１９日・２６日
　 　　　　が休館。
○ 問合先　勤労青少年ホーム  ☎３５４-４０３６

「　騙し絵の牙　」　塩田　武士　著　

≪話題の本≫

《今月の新着本》
「　ディレクターズ・カット　」
「　院長選挙　」
「　星ちりばめたる旗　」
「　ちゅうちゃん　」
「　西郷どん！（中）　」　
「　アナログ　」

歌 野　 晶 午　著
久坂部   　羊　著
小手鞠　るい　著
向 山　 義 彦　著

　林　   真理子　著
ビート・たけし　著

もとした　いづみ /ふくだ　いわお　作
降矢　なな　作

《児童書の新着本》
「　せつぶんセブン　」
「　やもじろうとはりきち　」

本 の 宝 箱　（図書室からのお知らせ）

保護司の新田晴子さん（松島）
が表彰されました
　保護司の新田晴子さん（松島）が、

永年にわたり罪を犯した人の改善更

生と犯罪の予防に尽力された功績に

より法務大臣から表彰されました。

秋の叙勲で瑞宝双光章を受賞
　秋の叙勲で、元郵便局長の千葉
男さん（高城）が瑞宝双光章を受賞
されました。
　瑞宝双光章とは、公共的な職務の
複雑度、困難度、責任の程度などを
評価し、職務をはたされ功績をあげ
た方に対する叙勲です。▲新田　晴子さん ▲千葉　　男さん

～1月敬老祝い金贈呈者～ 義援金ご協力ありがとうございました
　平成２９年７月５日からの九州北部地方におけ
る断続的な大雨による被害に対する義援金の受付
額は、１１,５４９円でした。義援金は、日本赤十
字社宮城県支部をとおして被災地へ送金されます。

お  詫  び
　広報まつしま１月号５ページに掲載の「松島町
議会議員一般選挙結果」の内容に誤りがありまし
た。深くお詫びするとともに訂正いたします。
（誤）緑山　市郎
（正）緑山　市朗

米寿おめでとう
◆ 大山　まつ子さん（磯崎）　◆ 大友　勳さん（磯崎）　　　
◆ 西澤　震六さん（松島）　　◆ 後　　元子さん（幡谷）　　
◆ 菊池　トシ子さん（初原）　◆ 高橋　よしみさん（高城）
◆ 西村　けさよさん（磯崎）　◆ 髙橋　　さん（手樽）　　　
◆ 櫻井　初子さん（高城）　　◆ 鈴木　きえ子さん（幡谷）　
◆ 荒木　みゑ子さん（磯崎）　◆ 髙橋　なみ子さん（上竹谷）
◆ 髙橋　絹子さん（磯崎）

白寿おめでとう
◆ 熊谷　　枝さん（高城）

茂
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松島の相談窓口
相談事業 日　時 場所・主催 対　象 内　容　等　 問　合　先

こころの相談(予約制)

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

塩釜保健所管内に居住
する方

こころの問題を抱えた本人や家族
の相談（要予約）

アルコールや薬物の問題を抱えた
本人や家族の相談

塩釜保健所疾病対策班
☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班
☎365-3153

ひきこもりや、思春期の心の問題を
抱えた本人や家族の相談

ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

2月14日(水)・28日(水)
午前9時30分～
午前11時30分

2月6日(火)
午後1時30分～午後4時30分
2月14日(水)

午後1時～午後4時

2月15日(木)
午後1時30分～午後5時

2月15日(木)
午後1時30分～午後4時30分

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付

検査実施日の前日までに予約をお
願いします。
検査は原則無料です。

青年期ひきこもり家族会
(申し込み制)

女性の健康相談

がんなんでも相談

宮城県精神保健福祉
センタ－　

２階（デイケア室）

県内在住で、ひきこもり
などの悩みを持つ家族の方

女性で健康や身体の不調、
育児などにお悩みの方

どなたでも

ひきこもりなどの悩みを持つ方への
関わり方、支援方法などのグル－
プワ－クや講義など(お茶代など実
費負担あり)

女性の健康について女性医師が相談を
お受けします。（完全予約制・無料）

がん患者さんやそのご家族に対する相談や
情報提供等（電話相談、面談相談：予約制）

宮城県ひきこもり地域支援センター
☎0229-23-0024

宮城県女医会女性の健康相談室
☎090-5840-1993

宮城県対がん協会
☎263-1560

2月14日（水）
午後1時～午後4時

2月24日(土)
午後2時～午後4時

平日
午前9時～午後4時

多重債務問題、離婚問題、相続問
題など。相談は無料で秘密厳守し
ます

企画調整課
 ☎354-5702

学校不適応に関する悩みなどについて

人権擁護について

行政相談について

消費生活相談について

町民福祉課福祉班
☎354-5706
企画調整課 
☎354-5702

産業観光課産業振興班
☎354-5707

町民福祉課福祉班
☎354-5706

町民福祉課福祉班
☎354-5706

宮城県総合教育センター
不登校相談ダイヤル
☎784-3567

学びの相談室（松中内）
☎080-3333-2770
教育課学校教育班
☎354-5713
教育課学校教育班
☎354-5713

生活保護に関する相談

就労支援相談

特別支援学級などに関する相談

健康長寿課健康づくり班
(保健師・栄養士)
☎355-0703

育児・遊び・しつけ等に関する相談

高齢者の介護・生活等に関する相
談

地域包括支援センター
☎354-6525

児童館
☎354-6888

健康に関する相談

弁護士による無料
法律相談(予約制)
弁護士　小川真儀

役場会議室 町　民
1人原則30分

人権なんでも相談

行政相談

消費生活相談

生活保護相談
(予約制)

ハローワーク就労相談

不登校電話相談

就学指導相談

役場会議室

町　民

保護者など

児童生徒・保護者など

役場3階会議室

役場3階会議室

役場２階

宮城県総合教育
センタ－

学びの相談室
（松中施設内）

健康電話相談

育児電話相談

高齢者に関する
電話相談

保健福祉センタ－
どんぐり

大崎市市民活動
サポートセンター

2月3日(土)
午後2時～午後4時

塩竃市市民センター

宮城県がん総合支援
センター

塩釜保健所

塩釜保健所

七ヶ浜町母子健康
センター

塩竈市保健センター

児童館

町　民

2月13日(火)
午前10時～午後5時

2月6日(火)
3月6日(火)

午前10時～午後3時

2月1日(木)・15日(木)
午前10時～午後3時

平日
午前10時～午後4時

2月15日(木)
午後1時～午後3時

平日
午前9時～午後1時
（学校休業日を除く）

平日
午前8時30分～午後5時

平日
午前8時30分～
午後5時

平日
午前8時30分～午後5時

福祉サ－ビス利用などに係る相談提供
などの援助相談。

障がい者相談支援事業所とも
松島事業所  ☎７６６-８１１６

障害者（児）一般相談
（委託事業）

障がい者相談
支援事業所とも

身体・知的・精神などに障
害のある方やそのご家族

平日
午前9時～午後5時

●陸・海・空自衛官候補生（男子）
受付は年間を通じて行っております。
詳しくは、石巻地域事務所にお問い合
わせください。
●予備自衛官補
● 応募資格
  「一般」１８歳以上３４歳未満
  「技能」１８歳以上で、国家免許資格等
 　を有する者（資格による年齢の上限
 　があります。）
● 受付期間　１月９日（火）～４月６日（金）
● 試験日　４月１４日（土）～１８日（水）
● 問合先
　 自衛隊宮城地方協力本部　石巻地域事務所
 　宮城県東松島市赤井字鷲塚１-６
　 ☎／ＦＡＸ　０２２５-８３-６７８９

自衛官募集暴力団問題等無料出張相談所

　民事介入暴力担当弁護士や警察官等
が、暴力団問題等に関する困りごと相
談に応じます。相談無料、秘密厳守、
予約不要、安心してご相談を。
● 日　時　２月８日（木）
 　　　　　午後１時～午後４時
● 場　所　塩釜市本町１-１　遊ホール５階会議室２
● 相談員
　 弁護士（仙台弁護士会民事介入暴力対策委員会）
 　警察官（宮城県警察本部暴力団対策課）
　 相談委員（公益財団法人宮城県暴力追放推進センター）
● 問合先
 　公益財団法人宮城県暴力追放推進センター
 　☎２１５‐５０５０
 　宮城県警察本部暴力団対策課
 　☎２２２‐８９３０

返しきれない借金で悩んでいませんか？

　東北財務局では、クレジットやローン
などの借金返済に関する相談に応じてい
ます。専門相談員が相談者のお悩みを丁
寧にお聞きし、問題の解決に向けアドバ
イス等を行うとともに、必要に応じて弁
護士・司法書士などの専門家に引継ぎを
行っています。
　相談は無料で、秘密は厳守いたします。
まずはお電話を。
● 対　象　借金返済でお悩みの個人の方
 　　　　 （自営業者の方を含む）
● 受付時間　月～金（祝日、年末年始を除く）
 　午前９時～正午、午後１時～午後５時
● 問合先　東北財務局金融監督第三課
　 　　　　多重債務相談窓口
　　　　 　☎２６６‐５７０３（直通）
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２月の納期限

　町税などの納付は、納め忘れのない
口座振替が便利です。
● 納期限　２月２８日（水）
● 国民健康保険税　１１期
● 介護保険料　６期
● 後期高齢者医療保険料　８期
● 問合先
町税・国民健康保険税については
税務班　☎３５４-５７０３
介護保険料については
高齢者支援班　☎３５５-０６７７
後期高齢者医療保険料については
町民サービス班　☎３５４-５７０５

住まいの復興給付金

● 日　時　２月２８日（水）
　 　　　　午後１時～午後４時
● 場　所　松島町役場庁舎
　 　　　　相談室（会議室）
● 担当者　弁護士
● 問合先　法テラス東松島
 　　　　　☎０５０-３３８３-０００９

弁護士による無料法律相談

行政書士無料相談会

　遺言、相続、各種許認可、官公庁へ
の届け出などの相談をお受けします。
● 日　時　２月１６日（金）
　 　　　　午前１０時～午後３時
● 場　所　役場２０２会議室
● 予　約　不要
● 問合先　宮城県行政書士会塩釜支部
　　　　　 ☎３５６‐３２４６

税理士による無料税金相談

２０１７年度
ひとり親家庭等就職・転職支援セミナー

● 日　時　２月２５日（日）
　 　　　　午前９時３０分～１１時３０分
● 会　場　宮城県母子・父子福祉センター
  （仙台市宮城野区安養寺３丁目７-３）
● テーマ 「医療福祉で求める人材とは」
 　内　容：医療福祉の職場で働くため
　 　　　　の必要なマナー等について
● 講　師　東北大学　畠山　博之　氏
● 対　象　県内のひとり親家庭の親や
　 寡婦で就職・再就職・転職に向けて
 　準備中、または、就職活動中の方
● 募集定員　１５名 
● 参加費　無　料
● 託　児　無料（３歳から小学３年生、要予約）
● 申　込　講座の２日前午後４時まで、
 　Faxまた℡で住所・氏名・連絡先・
　 託児の有無を下記の宮城県母子・父
 　子福祉センターまで
● 問合先
　 公益財団法人　宮城県母子福祉連合会
  （宮城県母子・父子福祉センター内）
　 受付：午前９時～午後５時（火・土・祝日休館）
　 〒983-0832　仙台市宮城野区安養寺３-７-３
 　☎／FAX　２５６-６５１２

くらしの
情報

歯科休日診療

休日・急患診療のご案内

診療場所                    診療日                      受付時間           診療科目

18:30～21:30

●問合先　松島病院　松島町高城字浜1-26　　   ☎354-5811
   塩釜地区休日急患診療センタ－　塩釜市錦町7-10　    ☎366-0630

松島病院

塩釜地区

休日急患

診療センター

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12月31日～1月3日）

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12月31日～1月3日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

昼夜間               内科

8:45～11:30

13:00～16:30

 小児科

（１５歳まで）

２月　４日

２月１１日

２月１２日

２月１８日

２月２５日

（ 日 ）

（ 日 ）

（ 月・祝日）

（ 日 ）

（ 日 ）

うじいえ歯科医院

あいざわ歯科クリニック

皆川歯科医院

はぎわら歯科医院

すがや台歯科医院

宮城郡七ヶ浜町湊浜字入生田90-4

宮城郡利府町利府字新屋田前２２　イオン利府２F

塩釜市本町8-2

多賀城市町前3-１-１７

宮城郡利府町菅谷台3-７-１

☎ ３５７-１７２７

☎ ７６７-５６５０

☎ ３６６-２３８５

☎ ３６６-６４００

☎ ７６７-６４８０

　住まいの復興給付金申請に関する相
談会を開催します。申請にかかる相談
やご質問に相談員が直接お答えします。
　参加無料です。
※「住まいの復興給付金」は、東日本
大震災で被災した住宅の所有者が、消
費税率８％引き上げ以降に、住宅を建
築・購入または補修し居住する場合、
一定の要件を満たせば消費税増税分
（最大約９０万円（建築・購入の場合））
相当の給付が受けられる制度です。
● 開催日　２月９日（金）
● 開催時間　午前１０時～午後４時
● 開催場所　石巻市役所　５階市民サロン前
● 問合先　☎０１２０-２５０-４６０

国民健康保険被保険者証
兼高齢受給者証の交付について

　国民健康保険加入者で今月７０歳にな
る方（２月２日～３月１日生まれ）へ、
高齢受給負担割合が記載された国民健康
保険証を郵送します。
　なお、現在お持ちの被保険者証につい
ては、有効期限が過ぎましたら各自破棄
していただきますようお願いします。
● 発送日　２月２２日（木）
● 問合先　町民福祉課町民サービス班
 　　　　　☎３５４-５７０５

ポリテクセンター宮城
「公共職業訓練≪ハロートレーニング～急がば学べ～≫
平成３０年３月入所受講生募集のご案内」

　早期再就職に向けた職業訓練を実施
しております。
● 募集訓練科名（定員）
＜名取実習場＞
CAD・NCオペレーション科（１６）、
溶接施工科（１５）、機械加工技術科
（１５）
＜多賀城実習場＞
電気設備技術科（２０）
● 訓練期間
＜名取実習場＞
６か月   ３月８日（木）～９月３日（月）
＜多賀城実習場＞
７か月   ３月６日（火）～１０月１日（月）
● 受講料　無料（テキスト代等は自己負担）
● 募集期間
＜名取・多賀城実習場＞　
１月５日（金）～２月８日（木）
　居住地を管轄するハローワーク（公
共職業安定所）を通じ申込み下さい。
● 入所選考日
＜名取・多賀城実習場＞
２月１５日（木）
● 問合先
ポリテクセンター宮城　訓練課
＜多賀城実習場＞　☎３６２-２４５４
＜名取実習場＞　☎７８４-２８２０
☆☆訓練受講相談・施設見学随時受付中☆☆

「税理士記念日」にちなみ、税理士によ
る無料の税金相談を行います。
　所得税や相続税・贈与税など、税の専
門家が無料で相談に応じます。
● 日　時　２月２４日（土）
 　　　　　午前１０時～午後３時
● 場　所　塩釜市公民館　２階第一会議室
　　　　　（塩釜市東玉川町９-１）
● 問合先　東北税理士会塩釜支部
　　　　　 ☎３６２‐８７７３
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● 問合先　財務課税務班　☎３５４-５７０３

①農業・漁業・営業・不動産等の収入がある方は、収入・経費等の関係書類の整理、金額を計算した上で申告してください。
　（収入や経費の関係書類が整理されていない場合や金額の計算がされていない場合は、申告相談にかかる時間が大幅に増え、
　他の方のご迷惑となりますので、受付をお断りする場合があります。）
※収入・経費の整理方法は、町ホームページ（http://www.town.matsushima.miyagi.jp/）に掲載していますのでご覧くだ
　さい。また、ホームページをご覧になれない方は、役場庁舎内に資料を用意していますのでご利用ください。
②医療費控除を受ける方は、医療保険者から交付を受けた医療費通知（健康保険組合等が発行する「医療費のお知らせ」）また
　は、領収書を持参してください。平成３０年度から医療費控除の明細書の添付が必要となりました。あらかじめ、医療機関
　や薬局毎に分けて、合計額を計算の上、領収書を持参してください。
③社会保険料控除のための領収書（国民健康保険税・介護保険料・国民年金保険料・農業者年金保険料・任意継続保険等で平
　成２９年１月１日～１２月３１日までに支払ったもの）は必ずご持参ください。（国民年金保険料については、送付された
　控除証明書を必ず持参してください。）
④寄附金控除を受ける方は、寄附した先から発行された領収書を必ず持参してください。
⑤関係書類の不備で所得額が確認できない場合は、受付できません。
⑥職員が申告相談会場に出向いているので、役場窓口での申告相談等はご遠慮ください。

■申告相談の際の注意事項

□確定申告用紙（税務署より用紙が送付されている方。持参する際は白紙の状態で結構です。）
□確定申告のおしらせ（はがき）（税務署よりはがきが送付されている方）
　（平成２８年分の「所得税等」の確定申告書を、松島町の確定申告会場（松島町文化観光交流館）で提出した方には、平成
　２９年分の確定申告から、申告書等用紙に代えて、確定申告のお知らせが送付されることとなります。相談の際に持参をお
　願いします。）  
□申告者本人の個人番号確認書類及び身元確認書類
□印鑑（シャチハタ系は除きます。）
□源泉徴収票の原本（給与や年金収入がある方）
□生命保険・地震保険の控除証明書、領収書（国民年金保険料・国民健康保険税・介護保険料等）
□身体障害者手帳、精神保健障害者手帳、療育手帳等（本人又は扶養している方が該当する方）
　（要介護の認定を受けている方で、これらの手帳等をお持ちでない方は、町で発行する「障害者控除対象者認定書」）
□申告者本人の口座番号と振込先が確認できるもの（通帳等）（還付申告をされる方）
□医療費通知（医療費のお知らせ）、領収書又は医療費控除の明細書（医療費控除を受ける場合）（あらかじめ合計額を計算すること）
□おむつ代について医療費控除を受ける方は、主治医等が発行する証明書（該当する方）
□控除対象となる配偶者や扶養親族の個人番号がわかる書類（該当する方）

【収入の種類に関わらず共通して必要なもの】

□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
□農協取引年次集計表・農協取引年次集計表（品目毎）・平成２９年分農業所得に係る各種証明書（農協と取引がある方）
□平成２９年中における収入状況がわかる書類（収入明細書等）（農協との取引以外の分）
□家事消費（自宅で消費したものや保有米等）の数量等がわかるもの
□雑収入がわかるもの
□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）
　※経費の項目は町ホームページに掲載しています。また、役場庁舎内にも資料を用意しています。

【農業所得者の方】

□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
□漁協と取引がある方はその書類
□平成２９年中における収入状況がわかる書類（収入明細書等）（漁協との取引以外の分）
□家事消費（自宅で消費したものや個人的に販売したもの等）の数量等がわかるもの
□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）
　※経費の項目は町ホームページに掲載しています。また、役場庁舎内にも資料を用意しています。

【漁業所得者の方】

□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
□平成２９年中における収入（売上）状況がわかる書類（収入明細書等）
□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）
　※経費の項目は町ホームページに掲載しています。また、役場庁舎内にも資料を用意しています。

【営業所得者の方】

□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
□平成２９年中における収入（賃貸料）状況がわかる書類（収入明細書等）
□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）
　※経費の項目は町ホームページに掲載しています。また、役場庁舎内にも資料を用意しています。

【不動産所得者の方】

□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
□その他、必要書類が多いことから、財務課税務班、または塩釜税務署へお問い合わせください。

【住宅借入金等特別控除を受ける方】
□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
【給与・年金所得のみの方で確定申告をする方】

申告相談時に持参いただくもののチェック項目です。適宜ご利用ください。
■申告相談に持参するもののチェック項目
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平成３０年度町民税・県民税申告相談について
　広報まつしま１月号でもお知らせしましたが、本年度の申告は松島町文化観光交流館の講座室にて、下記日程のとおり実施します。
　平成２９年度（平成２８年分）の確定申告から、社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の施行に伴い、個人番号の記載が必要
となりました。申告者の個人番号が確認できる書類と身元確認書類の提示が必要ですので、申告会場へ持参していただきますようご協
力をお願いします。
　申告相談会場の混雑緩和のためにも、地区の割当日における申告相談と、あらかじめご持参いただく書類等の整理、及び計算の上ご
来場いただきますようご協力をお願いします。
　なお、塩釜税務署でも、マリンゲート塩釜を会場に確定申告書の作成アドバイスと受付を行いますので、ご利用ください。

平成３０年１月１日現在において、松島町に住所を有している方のみとなります。それ以外の方は、平成３０年１月１日現在
において住所を有している市区町村、又は所轄の税務署での申告となります。

■申告相談会場で申告ができる方

【申告相談会場で申告ができるもの】
平成２９年中（平成２９年１月１日～１２月３１日まで）の確定申告・住民税申告のみ

■申告相談会場で申告相談ができるもの・できないもの

①申告者の個人番号が確認できる書類及び身元確認ができる書類
②印鑑（シャチハタ系は除きます）
③源泉徴収票の原本（給与や年金収入がある方）
④支払調書の原本（講師料等の収入がある方）
⑤収入及び経費がわかる書類（収入明細書や領収書、帳簿類等）
⑥所得控除に必要な各種証明書（生命保険、地震保険、社会保険料等の控除を受けるための証明書）
⑦身体障害者手帳等（本人所持又は扶養している方所持）
⑧還付申告をされる方は、申告者本人の口座番号と振込先が確認できるもの（通帳等）
⑨控除対象となる配偶者や扶養親族がいる方は、申告書にその配偶者等の個人番号を記載する必要があるため、対象者の個人
　番号がわかる書類（写しの添付は必要ありません）

■申告相談の際に持参していただくもの

2/16

2/19

2/20

2/21

2/22

2/23

2/26

2/27

2/28

金

月

火

水

木

金

月

火

水

漁業者（松島地区）・観光船業者

漁業者（磯崎地区）

松島地区（1・2・3・4・5・6） 

松島地区（7・8・9・10・11・12・13）

手樽行政区の全地区

手樽行政区の全地区

磯崎地区（1・2・3・4・5）

磯崎地区（6・7・8・9・10・11）

下竹谷行政区・北小泉行政区の全地区

受付日 曜日 申 告 相 談 対 象 地 区

平成３０年　２月

3/1

3/2

3/4

3/5

3/6

3/7

3/8

3/9

3/12

3/13

3/14

3/15

木

金

日

月

火

水

木

金

月

火

水

木

上竹谷行政区・根廻行政区の全地区
夜間受付（全行政区対象）

幡谷行政区の全地区　

全行政区対象

幡谷行政区の全地区

本郷行政区の全地区

本郷行政区の全地区

初原行政区・桜渡戸行政区の全地区
夜間受付（全行政区対象）

高城地区（西 1・2・高 1・2・3・新 3・4・5）

高城地区（中・割波・割 2・光陽台・6・新 6）

高城地区（7・8・9・10）

全行政区対象

全行政区対象

受付日 曜日 申 告 相 談 対 象 地 区

平成３０年　３月
●申告日程

●受付時間
※夜間、日曜日は大変混み合います。待ち時間が長時間になる場合があ
　りますので、ご了承ください。

3 月 16 日以後、町での申告相談はできません。
確定申告の場合は、直接税務署へ申告となります。

※申告会場は混み合いますので、地区の割当日に申告相談されますよう
　ご協力をお願いします。

松 島 町 文 化 観 光 交 流 館 2 階 　 講 座 室

夜間の申告相談は、
3 月 1 日（木）、3 月 8 日（木）に行います。

午　前：　９時　から　１１時　まで

午　後：１３時　から　１５時　まで

夜　間：１７時　から　１９時　まで

通常受付日
及び

休日受付日

申告期間中の
3 月の木曜日
（2 回）

●場　所

※分離課税所得（土地・株等の譲渡所得、配当所得など）がある方は、１件の申告に時間がかかり、地区によっては待ち時間が長く
　なる場合があります。期間中は、塩釜税務署（会場：マリンゲート塩釜）でも受付していますので、そちらもご利用できます。

【申告相談会場で申告ができないもの】
次の申告を行う場合は、他の収入と併せて塩釜税務署（会場：マリンゲート塩釜）で行ってください。
①青色申告 
②平成２９年分所得以外（過年分）の申告 
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町道根廻・品井沼線
根廻トンネル補修工事に伴う終日全面通行止めのお知らせ
規制期間は、平成３０年１月４日から平成３０年２月２８日までとさせていただきます。
※規制期間中は歩行者及び車両が終日通行止めとなります。ご不便をおかけしますが、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。
● 問合先　建設課建設班　☎３５４-５７０９

迂回路案内図

×根廻トンネル

東北エレクトロン前バス停

迂廻路

町営バス北松島線中廻りをご利用の方へ
　上記工事期間中は、根廻児童公園前バス停が利用できませんので、最寄りのバス停（東京エレク
トロン前又は幡谷明神）をご利用願います。また、迂回に時間を要するため、到着時間に遅れが生
じることがあります。利用者の皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
● 問合先　総務課環境防災班　☎３５４-５７８２

幡谷明神バス停
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　松島町による雨水ポンプ場建設工事に伴い、役場内の駐車場が一部利用できなくなります。来庁の
際にはご注意頂きますようお願いします。 
　また、工事期間中は役場内が一方通行となりますので、自動車等による来庁の際にはご協力をお願
いします。
● 工事名　小梨屋雨水ポンプ場建設工事 
● 工事期間　２月１３日～平成３１年１２月２７日まで 
● 臨時駐車場　駐車場の減少に伴い、臨時駐車場（旅館光裏側）を設置します。【臨時駐車場位置図参照】 
● 問合先　工事について　　　水道事業所施設班　☎３５４-５７１０
 　　　　　庁舎管理について　財務課財政班　　　☎３５４-５７９２

雨水ポンプ場建設工事

松島町役場
臨時駐車場

【臨時駐車場位置図】

工事による利用不可となる範囲

小梨屋雨水ポンプ場
建設工事

役場入口

役場出口

一方通行

松島町役場庁舎

来 庁 者 用 駐 車 場

来庁者用駐車場

国 

道 

４５ 

号

雨水ポンプ場建設工事に伴う役場利用上の注意について
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松島交番からのお知らせ
～忍び込みに注意！～
　塩釜警察署管内で、深夜、無締まりの家庭に忍び込み、寝
ているところを狙って金品が盗まれる盗難被害が多発してい
ます。
　犯人は、家の中に人がいたとして
も、隙を狙い犯行に及びます。
　「私の家は大丈夫！」だと思わず、
在宅中であっても家の施錠は必ず行い
ましょう！
 
～シートベルトはしましたか？～
　松島町内においてシートベルトの未装着違反が多く見受け
られます。
　「すぐそこだから」、「締めようとしていた」ではなく、必ず
発進前に装着するようにしましょう。
　運転する方は、同乗者も装着しているかを確認
しましょう。

平成３０年度
塩釜地区消防事務組合非常勤職員募集

塩釜地区環境センターからの
お知らせ

　塩釜地区環境センターでは、乾燥汚

泥肥料（し尿汚泥）を年中無料で配布

しています。

　野菜づくりなどの肥料にご活用くだ

さい。

● 乾燥汚泥肥料

 　乾燥粒状１袋１０㎏（袋詰め）

● 配布場所　塩釜地区環境センター

　 （塩釜市字伊保石 2２番９８）

● 配布日時　

　 月曜日から金曜日（祝日・振替休日を除く）

　 午後３時から午後４時３０分まで

　 ※事前に電話での予約が必要です。

● 問合先　塩釜地区消防事務組合　環境課

　　　　　 ☎３６３-２７７７

※放射能検査を定期的に実施しています。

● 区　　分　非常勤職員
● 募集人員　２人
● 募集職種　火葬場業務員
● 業務内容　（１）火葬に関する業務全般
　 　　　　   （火葬炉操作、棺の移動、収骨業務等）
　 　　　　　（２）清掃業務等
　 　　　　   （環境整備、車両の誘導、待合室の清掃等）
● 資格要件　高卒以上
 　（ワード、エクセル等のパソコンの基本操作が可能な方）
● 勤務期間　４月１日から平成３１年３月３１日
● 勤務時間　午前８時３０分～午後５時１５分のうち６時間
● 他条件等　非常勤職員の勤務条件及び給与に関する規定による
● 報酬・賃金　月額１６０,６００円
● 申込方法　２月１６日（金）までに市販の履歴書に
 　必要事項を記入し、写真添付の上、消防本部総務課
　 人事教養係へ直接申込み又は郵送してください。
● 受付期間　午前８時３０分～午後４時３０分
 　　　　　　（土・日・祝日を除く）
● 採用方法　書類審査及び面接
　　　　　　（面接日は履歴書提出後に連絡します。）
● 問合先　塩釜地区消防事務組合消防本部　総務課人事教養係
　　　　　 ☎３６１-１６２４

松島町
交通安全指導員募集
　交通安全指導員は町長から任命

を受け、交通秩序の保持および交

通事故防止を目的に交通安全指導

を行います。

● 活動内容　街頭指導

　 (登校出勤時間。平日のみ月4回程度)、

 　交通安全教室、交通指導など。

● 報酬・福利厚生

　 年報酬・出動手当支給。

 　公務災害補償あり。

● 問合先　総務課環境防災班　

　 　　　　☎３５４-５７８２

● 問合先　松島交番　☎３５４-２０２４

○シートベルトは命を守る大切なもの！
○発進前に装着するくせをつけましょう！
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　まだまだ家庭や職場ではストーブ等の暖房器具を使用する機会が多く、空気

が乾燥し火災が発生しやすくなりますので、火の用心に心がけましょう。

住宅用火災警報器の設置・維持管理を！！

住宅用火災警報器は火災を早期に発見しあなたと家族の大切な命、財産を守る

ものです。

　● 設置場所は全ての寝室（子供部屋含む）・台所・階段です。

　● 性能維持のため、ほこりなどを掃除しましょう。

　● ボタンを押すか、ひもをひいて定期的な点検をしましょう。

　● 取扱説明書等により本体の交換時期を確認しましょう。

住宅用火災警報器の寿命はおおむね１０年です。

　住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電
池切れなどで、火災を感知しなくなることがあります。

住宅防火　命を守る　7つのポイント

　消防署では随時、町内会や事業所等を訪れ防災訓練や防火防災に関する防火

座談会を実施しています。お気軽にお申込ください。

《連絡先》

総務課環境防災班　　☎３５４-５７８２

消防本部予防課指導係　　☎３６１-１６１７

松　島　消　防　署　　☎３５４-４２２６

塩釜地区消防事務組合ＨＰ　　http://www.sioshou.jp/

春の火災予防運動が実施されます！！

3つの習慣
・ 寝たばこは絶対にやめる。

・ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

・ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

4つの対策
・ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

・ 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。

・ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。

・ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、近隣所の協力体制をつくる。
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自分に当てはまるものにチエックしましょう！！　　

□ 他人に勧められるとイヤと言えない。
□ 世の中には絶対、悪い人は居ないので、親切にされたら、親切のお返しをするべきだ。
□ 「無料」「お試し」「限定」「お得」「今だけ」などの言葉にひかれる。
□ 肩書きのある人や知人から「良かった」「効いた」と聞くと自分も試したくなる。
□ だまされる人は運の悪い人。自分はしっかりしているので大丈夫。
□ 自分が他人にどうみられているか気になる。
□ 健康やお金に不安はあるが、人付き合いが苦手なので誰にもあまり相談できない。

　チエックの多い人は心優しい方ですが、だまされる傾向が強い方です。誰でもこころの隙をつかれて
だまされます。訪問販売や電話勧誘販売など契約書面を受け取った日から8日以内にクーリング・オフ
が出来ます。ハガキで通知します。新たに医療美容もクーリング・オフ出来るようになりました

空気中放射線量測定結果
　測定機器　簡易型放射線測定器（ＰＡ-１０００単)
　マイクロシ－ベルト（μSv／ｈ）シ－ベルトとは、
　放射線が人体に与える影響を表す単位です。

学校給食測定結果　１月１８日（木）　現在
　放射性ヨウ素（ｌ-１３１）：不検出
　放射性セシウム（Ｃｓ-１３７）：不検出　放射性セシウム（Ｃｓ-１３４）：不検出

水道水測定結果　１月２３日（火）　現在
　二子屋浄水場（竹谷字鴻ノ谷地） 　放射性ヨウ素：不検出　放射性セシウム：不検出

浄水場発生土測定結果　１月２３日（火）　現在
　放射性ヨウ素：不検出　放射性セシウム（Ｃｓ-１３７）：４０Bq/kg　放射性セシウム（Ｃｓ-１３４）：８Bq/kg

　※浄水場発生土には、放射性物質が検出されていますが、水道水については、放射性物質が不検出
　の状況となっていますので、安心してご利用ください。

町内産農林畜産物の放射性物質測定結果　今月測定なし
　最新の放射線量測定結果は県及び町のホ－ムペ－ジで公開しています。
● 問合先　空気中放射線量測定結果：総務課環境防災班　☎３５４-５７８２
　 学校給食測定結果：学校給食センタ－　☎３５４-２５８３
　 水道水・浄水場発生土測定結果：水道事業所　☎３５４-５７１０
 　農林畜産物放射性物質測定結果：産業観光課産業振興班　☎３５４-５７０７

測定場所 測定日 測定高さ 測定結果

松島町役場
０.５ｍ

１月１５日（月）
１.０ｍ

０.０４９

０.０４９

松島町内の放射線量測定結果

詳しく知りたい、不安、に思われる方は相談員に相談してください。　
● 松島町消費生活相談窓口　（相談日が木曜日から金曜日に変わりました）　　　　　　　
　 相談日時　毎週火曜日・金曜日午前９時～午後４時３０分
　 相談窓口　産業観光課産業振興班　消費生活相談窓口　☎３５４-５７０７
　 宮城県消費生活センター相談専用電話　☎２６１-５１６１
　 平日　午前９時～午後５時・土日：午前９時～午後４時（祝日・年末年始休み）
● 消費者ホットライン　☎１８８（「いやや」と覚えてください）
● 法テラス　☎０５７０-０７８３７４

消 費  生  活  コ  ー  ナ  ー
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軽自動車の名義変更手続きや
車検はお早めに!

　毎年３月は名義変更、廃車などの各種手

続きや検査申請が集中し、大変混雑します。

　特に週末や中旬以降に集中するため、長

時間お待ちいただく場合が

ありますので、これらの

手続きは早めに済ませる

よう、ご協力お願いします。

● 問合先　軽自動車検査協会　宮城主管事務所
 　　　　　☎０５０-３８１６-１８３０

● 窓口の受け付け時間
 　午前８時４５分～午前１１時４５分

　 午後１時～午後４時

　 ※土日・祝日を除く

要介護認定による
障害者控除対象者認定書について

認知症相談をご利用ください
　毎月 1回、松島町認知症地域支援推

進員による認知症相談を実施していま

す。認知症の不安がある方、認知症の

方の介護で悩んでいる方など、お気軽

にご相談ください。相談をご希望の方

は、事前に下記までお電話ください。

● 日　時　３月１日（木）

　 　　　　午前１０時～正午

● 場　所　高城字町 53　

　 　　　　SaKuRa（さくら）カフェ

● 予約・問合せ

　 グループホーム桜の家（内海）

 　☎３５５-０３９６

※身体障害者手帳等をお持ちの方は、手帳を提示

して控除を受けてください。

● 問合先

 　健康長寿課高齢者支援班（保健福祉センターどんぐり）

　 ☎３５５-０６７７

　松島町では、６５歳以上の方で要介護１から要

介護５に認定された方を対象に、障害者控除対象

者認定書を発行しています。所得税や住民税の申

告をする時に、この認定書を添付すると、本人ま

たはその扶養者が障害者控除を受けることができ

ます。

　発行まで１週間程度かかりますので、認定書が

必要な方は、お早めに下記までお申し出ください。

要介護認定結果区分

要介護１・２

要介護３・４・５

要介護１・２で寝たきり度Ｂラン
ク以上または認知症Ⅲランク以上

控除区分

普通障害者控除

特別障害者控除

農業相談会のご案内
　下記の日程で、農地の売買や農地転用、農

業者年金など農業全般に対する相談会を開催

します。相談会の対応は農業委員会委員が行

いますので、お気軽にお越しください。

※農地に関する相談をご希望の方は、農地の

所在、地番がわかるものをご持参ください。

● 開催日　２月１６日（金）、１７日（土）

● 開催時間　午前９時～正午

● 開催場所　アトレ・る hall

　 　　　　　（文化観光交流館）クラブ室

● 問合先　☎３５４-５７０７

　 　　　　（農業委員会事務局）
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ヘルスメイトの活動をご紹介します

　うす味定着化を推進するため、家庭訪問を行っています。

　平成２８年度国民健康栄養調査の結果から、宮城県の男性が

全国で１番塩分をとっていることがわかりました（女性は１３

位）。これをうけ、食生活改善推進員会では、家庭訪問や集ま

りの場に出向いてみそ汁の塩分チェックに力を入れて活動して

います。平成２９年１２月現在の家庭訪問数は、２９６件です。

　「健康長寿は適塩から」。ご家庭のみそ汁の塩分チェ

ックをしてみませんか？少量のみそ汁で測定できま

す。ぜひお近くのヘルスメイトまでお声がけください。

　定番の家庭料理をアレンジしてヘルシーに食べるコツや今より健康になるためのヒントな

どを一緒に学んでみませんか？

★ 勉強会　毎月第４金曜日（年間１０回）　９：３０～１３：００

★ 場　所　保健福祉センターどんぐり（栄養指導室）

★ 会　費　２,０００円（１年分）

　松島町食生活改善推進員会（ヘルスメイト松島）は「私達の健康は私達の手で」をスロー
ガンに現在会員数４８名で、健康づくり事業の実施や町の事業に協力するなど、様々な活動
をしています。

● 問合先　健康長寿課健康づくり班　栄養士まで　☎３５５-０７０３

松島町食生活改善推進員会では一緒に活動する仲間を募集中です！！

～活動の一部をご紹介します～

▲調理実習の様子

▲家庭訪問の様子

　肥満予防講習会が開催されました。

　１月１９日（金）、文化観光交流館調理室にて、「肥満予防

講習会」が開催されました。講習会では調理実習の他、「い

つ、何を、どのくらい？かんたん健康食生活」をテーマに食

生活のポイント等の講話がありました。

また、現在、町で取り組んでいる「ウォーキングマップ

北部編」の作成に協力しています。

　まつしまの食育応援隊にも協力しています。

　児童館やアトレ・まつり、地区などで行われた「まつしまの食育応

援隊」による長のり巻き体験会では、地域食材を使った長さ６ｍの太

巻き寿司をみんなで作りました。

　食生活改善推進員は食材の下準備から作業中のサポート

など、参加者が楽しく長のり巻きを作れるよう協力をし、

食育の推進も行っています。
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松島町は男女とも銅メダル！
みやぎの健康寿命

　昨年１２月に公表された宮城

県の市町村別健康寿命では、男

女とも県内第３位でした。女性

は長年上位を占めていましたが、

今回は男性も１８位（H２２）か

ら３位に躍進し、“健康長寿の松

島町”を広くアピールする結果と

なりました。

　厚生労働省の研究班によると、

健康的な生活習慣を数多く取り

入れている人ほど、健康寿命が

長いとの調査結果が出ています。

　皆さんの健康長寿の秘訣は何

でしょうか？今年度実施したア

ンケート調査をもとにチェック

してみましょう。

女　　性男　　性

第１位

第２位

第３位

山元町

利府町

松島町

宮城県

８１.０４歳

８０.６５歳

８０.６３歳

７９.６１歳

大河原町

南三陸町

松島町

宮城県

８６.６０歳

８６.１９歳

８５.７８歳

８４.２２歳

㊟健康寿命とは、健康上の問題がない状態
で日常生活を送れる期間のことです。健康
寿命の算定プログラムを用いて、人口・死
亡数・介護保険の要介護認定者数を使用し
て算定しています。

□ 家庭の味付けはうす味です！

□ 受動喫煙の機会が少ないです！□ 趣味やスポーツ、ボランティアなどの
　 活動をしている人が多いです！

【このことに関する問合先】
健康長寿課健康づくり班
☎３５５-０７０３ 【出典】宮城県：県民健康調査（H２６）

　　　 松島町：健康と生活習慣に関するアンケート調査（H２９）

うす味　　同じくらい　　濃い味

松島町　　　　　宮城県

外食と比べて家庭の味付けは？

62.8
49.5

13.5

37
25.2

12.0

松島町　　　　　　宮城県

家庭　　職場　　飲食店　　その他の場所

受動喫煙の機会が毎日ある場所は？

13.9
8.5

1.9
2.7

4.5
5.3

17.2

20.4

松島町　　　　　宮城県

男性　　女性

活動している人の割合は？
46.9 45.9

37.9
42.9
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みんな
の

伝言板
みんな

の

伝言板
松島病院　外科外来　　
「定期的に乳がん検診を受けましょう」

　乳がんは年々増加しています。検診
を受けることで、触ってもわからない
「乳がん」が多く発見され、多くは早
期がんでみつけることができます。
　乳がんの治療も年々進歩しており、
他の「がん」に比べて予後が良いとい
われています。
　是非、定期的に検診を受けてください。
松島病院外科（菊地）
● 問合先
 　松島病院　☎３５４-５８１１

● 日　時　金曜日
　 　　　　午前１０時～午前１１時３０分
　　　　　 午後８時～午後９時
● 場　所　伊保石復興住宅の集会場（塩釜市）
● 費　用　１回  1,５００円
● 定　員　１５人位
● 内　容　フォークソング、演歌弾き語り
● 問合先　
 　内田　☎０９０-２８４４-１９６０

ギターサークル参加者募集
（初心者コース）

● 日　時
　 ３月９日（金）
 　午後１時３０分～午後２時３０分
　 ３月１０日（土）
 　午後１時３０分～午後２時３０分
● 参加費　１,０００円
● 持ち物・服装
　 汗拭きタオル、飲み物、動きやすい服装
● 場　所 
 　①多賀城市文化センター（多賀城市）
　 ②山王地区公民館（多賀城市）
● 申込・問合先
 　SMILE YOGA　内海
　 ☎０９０-３３６０-２５０８
 　FAX０２２-３０９-３７０６
※定員１５人になりしだい募集を締め
　切ります。

椅子ヨガ（CHAIR YOGA）
どなたでも参加できます

　自分らしく自分のペースでできるヨ

ガ体験してみませんか

● 日時・場所

　 ３月８日（木）午後７時～午後８時３０分

 　多賀城市文化センター

　 ３月９日（金）午後７時～午後８時３０分

 　多賀城市文化センター

　 ３月１０日（土）午前１０時～午前１１時３０分

 　山王地区公民館

● 参加費　１,５００円（貸出マット代含）

　 ・動きやすい服装・タオル・飲み物

● 申込・問合先

 　SMILE YOGA　内海

　 ☎０９０-３３６０-２５０８

 　E-mail：yogakiyo2012@hotmail.com

● 活動内容

 　(1)基地行事（祝賀会、体験搭乗など）への参加 

　 (2)基地モニター会議（基地見学会など）への出席 

　 (3)自衛隊や松島基地に関するアンケートへの協力 

● 対　象

 　２０歳代～６０歳代までの松島町在住の方 

※ただし、議会議員、常勤の国家公務員

及び地方公務員の方は除きます。

● 募集人員　１０人

● 期　間　１年（平成３０年４月～平成３１年３月）

● 応募方法　はがきに氏名(ふりがな)、

　 住所、生年月日、性別、職業、電話

 　番号を明記し、下記あてに送付してく

　 ださい。 

郵便番号：９８１-０５０３ 

住所：東松島市矢本字板取８５ 

第４航空団司令部監理部広報班 

● 締切期限　２月１６日（金）必着 

● 問合先　航空自衛隊松島基地広報班 

　 ☎０２２５-８２-２１１１

 　内線２１１又は２７３

平成３０年度基地モニター募集について 

東北歴史博物館　催事情報
体験イベント「冬も元気にはくぶつかん！２０１８」
　博物館のお仕事体験や昔遊び、遺跡発掘の様子を疑似体験できるコーナ
ーなどの体験プログラムをたくさん用意しています。また、この日は常設
展を無料でご覧いただけます。
● 日　時　２月１８日（日）午前９時３０分～午後３時３０分
● 場　所　東北歴史博物館内

れきはく講座
　当館の学芸職員が、日頃の調査･研究についてお話しします。
● 日　時　２月４日（日）、２月１１日（日）午後１時３０分～午後３時
● 場　所　３階講堂
● 参加無料、事前申込不要、各回ごとの参加も可能

民俗芸能講座「東北地方の田植踊」
● 日　時　２月１７日（土）午後１時～午後３時
● 場　所　１階研修室
● 参加無料、事前申込必要

基本情報
● 常設展観覧料　一般４６０円、高校生以下無料　　
● 休館日　毎週月曜日
● 問合先　東北歴史博物館　情報サービス班　☎３６８-０１０６

　落ち着きや姿勢、相手を理解するこ

とを学べます。

　女性指導員が体力に合わせ指導しま

す。

● 場　所　華園集会所（高城保育所そば）

● 時　間　土曜午後１時３０分～

　 　　　　午後２時３０分

● 対象年齢　５歳以上

　 ※親子でも参加できます。

● 連絡先

 　竹田  さおり ☎７６７-８０２４

合氣道無料体験！

YOGA



健康ランド

２月２１日（水）　かもめの会
精神保健事業

『まつしま健民の日』のお知らせ
　松島町は「スマートみやぎ健民会議」に参画しています。
「３つのS（smart）＝スマートライフ・スマートボディ・
スマートアクション」をめざして、健康づくりのための運動
教室を開催します。ぜひご参加ください！
● 日　時　２月１６日（金）午前１０時３０分～午前１１時３０分
　　　　　（受付：午前１０時～午前１０時１５分）
● 場　所　松島町温水プール　美遊
● 内　容　水中運動の実技指導　講師　高谷　枝里氏
● 参加費　プール利用料　５００円（但し、６５歳以上の方は３００円）
　 　　　　※受付でお支払いください。
● 持参する物　水着・スイムキャップ・タオル
● 申込み　２月１５日（木）まで電話でお申し込みください。
　　　　　  健康長寿課健康づくり班 　☎３５５-０７０３
                （保健福祉センターどんぐり）

２月　５日（月）　まつしま健康ウォークの会
 　　　　　　　　（文化観光交流館　玄関前集合）
　　　　　　　　 室内・外用の運動靴をご持参ください。
２月１９日（月）　ノルディックウォーキング教室
 　　　　　　　　（保健福祉センターどんぐり　駐車場集合）
※申込み・問合せは保健福祉センターどんぐりまで
　☎３５５-０７０３

健康づくり事業

　２月５日（月）、１９日（月）母子健康手帳の交付
受付　午前９時３０分～午前１１時
※上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
※マイナンバー制度の開始により、マイナンバーが確認でき
る書類と、運転免許証などの身元確認書類をご持参下さい。

マタニティ（保健福祉センターどんぐり）

　自立支援医療費（精神通院）・精神保健福祉手帳の申請につい
て、お手続き（新規・更新）に来られる方は、事前にご連絡く
ださい。
※マイナンバー制度の開始により、マイナンバーが確認できる
書類と、運転免許証などの身元確認書類をご持参下さい。
● 問合先　健康長寿課健康づくり班　　☎３５５-０７０３

自立支援医療費（精神通院）支給認定申請について
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健康相談（保健福祉センターどんぐり）
　  ～赤ちゃんから成人の方どなたでも～
２月５日（月）、１９日（月）　午前１０時～正午

乳幼児健診（保健福祉センターどんぐり）
２月　６日（火）１歳６か月児健診
　　　　　　　　　対象：H２８年６月～H２８年７月生
　　　　　　　　　受付：午後０時３０分～午後０時４５分
２月　７日（水）ハイハイ赤ちゃんセミナー（６～７か月児子育て相談）
　　　　　　　　　対象：H２９年６月７日～H２９年８月７日生
　　　　　　　　　受付：午前９時３０分～午前９時４５分
２月　９日（金）３歳６か月児健診
　　　　　　　　　対象：H２６年７月～H２６年８月生
　　　　　　　　　受付：午後０時３０分～午後０時４５分
２月１４日（水）２歳児歯っぴー健診（２歳児歯科健診）
　　　　　　　　　対象：H２８年１月～H２８年３月生
　　　　　　　　　受付：午後０時３０分～午後０時４５分

　「平日は仕事があるから」「待ち時間が短いから」などの
理由で休日や夜間に病院の救急外来を訪れる方が増えています。
　医療機関を適正に利用することは、むだな医療費を抑える
ことにもつながります。

医療機関を適正に利用しましょう

広報まつしま 2018 2 月号

～元気の秘訣お伝えします～　

▲後藤裕子さん

　次回は磯崎にお住まいの福田廣行さんをご紹介します。

☆診療時間内に受診しましょう
☆かかりつけ医を持ちましょう
☆救急電話相談を利用しましょう
● おとな救急電話相談
  （局番なし＃７１１９ または０２２-７０６-７１１９）
受付時間：平日（月～金）１９時～翌８時
　　　　　土曜１４時～翌８時／日･祝日２４時間
● こども夜間安心コール
  （局番なし＃８０００ または０２２-２１２-９３９０）
受付時間：毎日１９時～翌８時（対象者：１５歳未満の子ども）
☆日頃から健康管理を心がけましょう

　今回は、幡谷にお住まいの後藤裕子さんにお話を伺いま
した。
　後藤さんの座右の銘は、「母は一家の太陽」。だれにでも
暖かい光を与えるような存在でいたいと話す後藤さんの元
気の秘訣は、「興味を持ったことは小さいことでも挑戦す
ること」、また、「気持ちをポジティブに、常に笑顔で明る
くいること」だそうです。
　後藤さんは家庭の中だけでなく、「縁のある人がみんな
笑顔でいてほしい」と話してくれました。震災後、自分の
できることで地域づくりに貢献したいと地域の集まりの場
として「とるとるカフェ」を立ち上げました。月に１回脳
トレやお茶のみを行っており、いまでは地域の人々がこの
「とるとるカフェ」に通うことをとても楽しみにしていま
す。「まわりの人の笑顔作りの行動
は、人のためのようで、自分が元気
でいられる」秘訣だそうです。
　「あなたといると元気になる、明
るくなるよ！と言われることがとて
も嬉しい」と話してくれた後藤さん。
小さなことにも幸せを感じると話し
てくれた後藤さんの笑顔はとても素
敵で印象的でした。
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町の人口 (平成30年1月１日現在：住民基本台帳)

男 7,013人(－20人)　     人口14,459人(－38人)
女 7,446人(－18人)　     5,661　世帯(±0世帯)
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平成２９年２月生まれ

● 問合先　企画調整課　☎３５４‐５７０２

町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える
赤ちゃんを紹介します。お申込みお待ちしています！

保健福祉センターどんぐり
ふれあいの湯休業のお知らせ

か   も        とも ひろ

平成２９年２月１日生まれ
次男（高城）

加茂　朋大くん

いつもニコニコ！ 我が家のアイドルです♡

　施設管理保守点検を実施するため、

２月３日（土）、２０日(火 )　全日
お休みとなります。

● 問合先　健康長寿課

　 　　　　☎３５５-０６７７

　

町営バス２月の運行について
　２月１１日（日）は建国記念の日となりますが、日

曜日のため運休します。なお、２月１２日 ( 月 ) は

振替休日となりますが、祝日ダイヤにて運行します。

お間違えの無いようお願いいたします。

・２月１１日（日）：運休

・２月１２日（月）：祝日ダイヤ運行

● 問合先　総務課環境防災班　☎３５４-５７８２

　松島町ホームページに、松島町観光親善大使のページを新たに設けました。現在、歌手の

水森かおりさん、お笑い芸人のサンドウィッチマンさん、元松島町国際交流員のロジャー・スミスさん

が任命されています。水森かおりさんとサンドウィッチマンの伊達みきおさんより一言メッセージ

をいただいておりますので、是非ご覧ください。

● 掲載ＨＰ　http://www.town.miyagi-matsushima.lg.jp/index.cfm/8,23729,31,1,html

松島町観光親善大使のページができました！　

空き家・空き地・空き部屋の情報をお待ちしています
　松島町ホームページでは、町内の空き家・空き地・空き部屋の情報を「空き家バンク」とし

て公開しています。

　町内で空き家・空き地・空き部屋などをお持ちの方で、

町ホームページ上で情報提供を希望する方は企画調整課ま

でご連絡下さい。

● 問合先　企画調整課　☎３５４-５７０２

　 町ホームページ　http://www.town.matsushima.miyagi.jp/
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